
海洋波の非線形なふるまい

巨大波中の船体応答

波・船体応答の予測

水槽模型実験技術の高度化

浮体式洋上風力発電

当研究室では、波浪に関連する海洋工学問題を中心に、理論、数値シミュレーション、大型水槽施設での模型実験等による研
究に取り組んでいます。特に、海洋の安全な利活用に向け、巨大波の形成に至る非線形な物理過程や、巨大波中の浮体（船
舶や海洋構造物）挙動といった極めて複雑で非線形な現象を理解することを目指しています。
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波の非線形発達シミュレーションによるフリーク波の検出と水槽への再現

➢ 船舶や海洋構造物の安全性を脅かす存在と考えられている、外洋で突
発的に現れる巨大波“フリーク波”の形成過程の解明や、その水槽への
実験再現に取り組んでいます。

𝜕𝐴

𝜕𝑡
+ 𝑐𝑔𝑐

𝜕𝐴

𝜕𝑥
+ i

𝜔𝑐

8𝑘𝑐
2

𝜕2𝐴

𝜕𝑥2
+ i

𝜔𝑐𝑘𝑐
2

2
𝐴 2𝐴 = 0

𝑖
𝜕𝑎1
𝜕𝑡

= 𝜔1𝑎1 +න ෨𝑉1,2,3,4
2

𝑎2
∗𝑎3𝑎4𝛿1+2−3−4𝑑𝒌234 + 𝐻.𝑂. 𝑇.

num            exp

𝑡 s

波の非線形発達の記述（Zakharov方程式、非線形シュレディンガー方程式）

➢ 巨大波に遭遇した際に船体に作用する衝撃荷重とそれに伴う船体弾性
振動現象といった極めて複雑で非線形な現象の解明や、波浪中船体応
答極値の確率的推定手法の開発に取り組んでいます。

フリーク波中のコンテナ船弾性模型の曳航実験／船体弾性振動の計測
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➢ 波浪中船体応答の計測データから、データ同化により波や非計測応答
を推定する手法の開発に取り組んでいます。

超高精度船体構造デジタルツ
インの研究開発プロジェクト

・モニタリング
（ひずみ・加速度等）
・運航データ
（航路・船速等）
・検査情報
（損傷・修理等）

・デジタルモデル

（船型・構造・運動特
性等）
・シミュレーション
（運動・構造応答等）

実船データ

・波浪情報
（波高・波向き等）

デジタルデータ環境データ

https://www.youtube.com/watch?v=Z7Jhtkxl0AY
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：遭遇波形
：推定波形

船体応答データを用いたカルマ
ンフィルタによる遭遇波浪推定
（双子実験）

➢ 新しいコンセプトの弾性模型船の製作、ステレオカメラによる浮体模型周
囲の波浪場の可視化、様々な造波技術の開発を行ってきました。工学
部船型試験水槽の実験・計測の自動化に取り組み始めています。

製作した弾性模型船

ウレタン製：捩り振動が実船相似

GFRPサンドイッチパネル製：
船殻応答の計測／船底の局所変形が実船相似

ステレオカメラによる浮体周囲の
波浪場の可視化

Higuchi et.al. (2023)

杉野卒論(2021)
Houtani et.al. (2018)

Houtani et.al. (2019)

➢ 浮体式洋上風車の波浪中動的応答解析や、新形式小型軽量浮体の開
発を行っています。（鈴木英之教授と共同で実施）

Takata et.al. (2021)

マルチカラム型浮体式洋上風車の運動・弾性変形に関する研究

研究室ホームページ： https://www.mhl.t.u-tokyo.ac.jp/
居 室： 本郷キャンパス工学部3号館349室
メール： houtani@sys.t.u-tokyo.ac.jp

宝谷研究室は2024年に立ち上がった新しい研究室です。一部の研究は鈴木英之研究室と共同で実施しています。
興味のある方は、是非お気軽にご連絡ください。研究室見学にも是非お越しいただければと思います。

非線形波浪中の船体縦曲げ荷重の極値分布とそれを実現する尤もらしい波形

Houtani et.al. (2023, 2024)


